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報告書（案）の構成
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１ これまでのプロジェクトの経過

（１）プロジェクトの目的

2





（２）構成市⾧

（３）期間



（４）プロジェクトの開催経過

１ これまでのプロジェクトの経過
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２ 機運醸成の手法と活動状況

（１）指定都市が一体となった情報発信
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

「特別市」

未来をカタチに みんなと創る 「特別市」







２ 機運醸成の手法と活動状況

（２）国への働きかけ
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



令和５年度提言（案）のポイント
•

•

•

•

•





２ 機運醸成の手法と活動状況

（３）国会議員への働きかけ

6







２ 機運醸成の手法と活動状況

（４）経済界と連携した取組
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２ 機運醸成の手法と活動状況
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









３ 地方制度調査会への情報発信の状況

第33次地方制度調査会 第8回専門小委員会ヒアリング
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４ 機運醸成に向けて取組強化が必要な事項

【多様な大都市制度を実現するために取組の強化が必要な事項】
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•

•

•

•

【現在の状況】



特別市の実現による効果

事例集

参考
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１ 市民への効果
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13

１－ (１)窓口一本化による行政サービスの利便性向上

•

•

•

•
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１－ (２)交通安全対策やインフラ整備の効率化

•

•

•
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１－ (３)新たな感染症対策への迅速な対応

•

•

•
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１－ (４)崖地・治水対策の一体的実施による地域防災力の強化

•

•
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１－ (５)災害への迅速かつ的確な対応

•

•

•



18

•

•

•

１－ (６)地方税の一元的な賦課徴収による権限と財源の統一

•

•

•
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１－(７)拠点性の向上による持続可能なまちづくり

•

•

•



２ 道府県や近隣市町村への効果

20

①生活利便性の向上

 近隣市町村と連携して広
域業務を実施

 公共施設の共同整備・利用
などを推進

 各市町村も個性と魅力に
磨きをかけ、魅力を高め、
地域の交流拠点を形成

③経済成⾧を牽引②まちづくりを牽引

 個性と魅力を競い合う
経済圏を形成

 特別市が権限・財源をもっ
て自立し、地域の経済圏域
が発展

 諸外国の大都市との
競争と共存関係を築く

 圏域のサプライチェーンの
要となり、圏域に
経済効果をもたらす

 積極的な行政投資に繋げ、
市民等が経済的効果を
実感

 民間投資を誘導し、税収増
を新たな行政投資に
繋げる

 成⾧の好循環により、
持続的な経済政策を展開

 拠点性を向上させ、周辺地
域への波及効果を創出



２－(１)道府県による他市町村の補完・支援の充実






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





２－(２)－①圏域全体の生活利便性等を向上








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２－(２)－②拠点性を向上し、圏域全体のまちづくりを牽引
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２－(２)－③圏域全体の経済成⾧を牽引











３ 特別市の実現による効果イメージ図

グローバルな視点

国民全体

近隣市町村や道府県

市民
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